
「学びを深める 学びをつなぐ 保幼こ小架け橋活動」を目指し、第３回保幼こ小架け橋研修会〜保育
参観〜を中保育所において実施しました！
架け橋期の保育・教育の充実を図るため、園での保育内容とその

ねらい、保育者の関わりを知り、保育の理解を深めるために、中保
育所に４歳児・５歳児の公開保育をお世話になり、保育参観を実施
しました。

乳幼児教育の質の向上ニュースレター

【４歳児の遊びの姿】
泡を作ることが大好きな４歳児たち。泡遊びの中でも、「自分

のやりたいこと」をする姿が見られました。
真っ白な強い泡を作りたいと、お
ろし器で石鹸を削ってボールに入れ、
水の量を加減して入れ、泡だて器で
手慣れた様子で混ぜて、参加者に自
信をもって説明する姿が見られまし
た。
きっと、これまで「どうしたら、
じぶんのつくりたいあわができるの
か」と何度も何度も石鹸や水の量を
変え、試してきたのでしょう。

泡の中に、砂を入れて混ぜて、
友達の泥団子の上にかける様子
が見られました。大人の発想に
ない砂を入れて、カフェ・オレ
の色にしているところに豊かな
発想を感じました。

色水に石鹸を入れると色の変化
が見られ、繰り返し試行錯誤しな
がら「なんでだろう」と考える姿
や、緑のテントの下と空の下で見
る色の違いなどに気づく姿もあり
ました。

部屋では、いろいろな食べ物を作っ

ていました。

たくさんある材料から、自分の作り
たいものにあった材料を選び、作った
ジュースやお菓子をお店屋さんに並べ
ます。
保育者の言葉がけは、４歳児
クラスでも５歳児クラスでも、
すぐに答えを言うのではなく、
「なんでだろうねえ」「どうし
たらいいかな」と問いかけた
り、一緒に考えたりする言葉が
けがされていました。
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参加園/校今年度から「保幼小連携」を「保幼こ小架け橋」と改め、
「保幼こ小の架け橋プログラム」に取り組んでいきます。
・保幼こ小架け橋活動（連携活動）の実施
・保幼こ小架け橋期のカリキュラムの作成
（今年度は三笠小学校・橘幼稚園・うみべのもりこども園で
モデル園校として実施）
・保幼こ小架け橋研修への参加
・架け橋活動のドキュメンテーションの作成
保幼こ小の架け橋プログラムのねらいは、乳幼児教育の質の
向上と架け橋期の教育の質の向上にあります。
本市では、これまでから幼児教育施設類型や公立・私立、校
種を越え架け橋活動の充実に取り組んでいます。今後も、架け
橋活動を切り口に架け橋協力園校で一層の連携・接続をすすめ、
保育・教育の充実を図っていただきますよう、よろしくお願い
いたします。

「やりたい」と思ってする遊びの中で、「こうしたら〇〇になるのでは」と予想する姿や工夫する姿、
何度も試す姿が見られました

【５歳児の遊びの姿】
５歳児は、園庭でリレーごっこを楽しんだり、泡遊びの中でジュー
スや食べ物などに見立てて作ることを楽しんだりしていました。
作ったジュースを置きに行こうとしましたが、カップに穴が空いて
いて、ジュースが漏れていることに気づきます。しばらく考えて、別
の容器にうまく移し入れ、白いコースターの上に置きに行きました。
お話タイムで
は、色や匂いなど
五感を使って感じ
たことを友達に紹
介しました。

思考力の芽生え自立心

１ ４歳児・５歳児の保育参観
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架け橋活動を充実させるために、期待するこどもの姿を明確に
し、その姿を引き出すための４つの視点を意識し工夫すること、
幼児期の終わりまでに育ってほしい姿をいかし学びの姿を共有す
ることを大事に取り組んでいきましょう。

お話タイムでは、見てもらいたいものを見せながら、気付きや思い、考えを自分の言葉で伝
えようとする姿が見られました

部屋では、マクドナルドや
さんごっこでメニューがわか
るものを机に立てたいと、女
の子二人がガムテープを貼っ
たり、立てる場所を変えたり
していました。しかし、その
うちに棒に止めていたところ
からメニューの紙が、片方、
破れてしまいました。
お話タイムでは、それぞれが遊びでの気づきを話す中で、担任か
らその話題が出されました。
「マクドナルドやさん、先生も一緒にいたんだけど、ちょっと⋯。
見せてあげて。直すって言ってしていたら、こんなになっちゃい
ました。今日何をしたか言ってあげて。」
（「ああ、やぶれたー」と繰り返し言いながら持ってくる。）
「なんでこんなことになったん？」
「（ぴんとしたくて）ぼうをひっぱりあって・・・。」
「この棒は、机の上に立ったの？」
「たったけど、ゆらゆらした。」
「机の上に立ったんだけど、この棒が、うまくまっすぐ立たなく
て、壊れちゃったんだって。」
「これは、明日どうするの？まだ諦めずにやるん？」
「うん」

「この棒をまっすぐ立てて、メニューもピッとしたいんやって。何

かアドバイスない？」

と、保育者が話題を広げられると、聞いていた他の子から

「こうやって、だんボール、ペタッ

てはったら、いけるんちゃう。」

とメニューの紙をぴんと張るための

アドバイスをもらいました。すると、

アドバイスをもらった子は、

「そうたしたら、ここ（棒のとこ

ろ）がやぶれるかもしれん。」

と、今日破れてしまったことから心

配なことを伝えます。アドバイスし

た子は、もう一度、

「メニューのうしろにだんボールはったらいい。おなじおおきさに

きってはったらいい。」

と、手で示しながら詳しく伝え直しました。

最後に、アドバイスをもらった二人は、

「みんながおったらできる。てつだってほしい。」

と、思いを伝えました。

〇〇ちゃんに伝えたいという思いを持ち、一生懸命に伝え合い、

こども同士で対話をしていました。困っていることを素直に話す姿

にも、自分事としてよく聞き、アドバイスをする姿にも、これまで

から友達の話を聞いて、一緒に解決してきた自信を感じました。

ゆったりとした時間の中で、友達の遊びや活動での気付きをク

ラスで共有し、アイデアをもらったり、明日自分がしたいことに

取り入れたりするなど、こども達にとって、お互いから学び、視

野を広げる時間になっています。

また、お話タイムのあり方がとても自然体で、必要なところで

保育者が入りながら、こども同士の対話ができるようにサポート

することの大切さを感じました。

◎４歳児さんのメイクアップ屋さんでは、お客さんとして遊びに誘ってくれたり、泡遊びでは泡立ての過程や気付きを話してくれたりし

たので、こどもたちの工夫や気付きを直に感じることができました。その中で、４歳児では、大人が介入することで遊びが進み、その経

験を積み重ねることで、お友だちとの遊びにつながっていくということを実感しました。５歳児さんの遊びは、子ども同士でやり取りし

ながら遊びを進める姿が見られました。振り返りでは、遊びが継続するように、「明日、次はどうすればよいかな」と投げかけられまし

た。それが、きっかけとなり、こどもたちから意見がどんどんでてきました。私も、次につながる言葉がけができるようにしていかなけ

ればと思いました。保育参観をさせていただき、明日から、また活かしていきたいと思える学びをたくさんさせていただきました。あり

がとうございました。

◎こどもたちがやりたいことを実現できるよう環境が整えてあることやじっくり安心して遊べるような

場、空間があることなど、とても勉強になりました。先生方も、遊びに向かうこどもたちの姿を尊重し、

見守ったり思いに共感する言葉がけをされたりしておられ、印象的でした。振り返りでは、こどもたち

が自分の考えを自分なりの言葉で伝えたり、友達同士で意見を出し合う姿があり、素敵だなと感じまし

た。次の遊びへとつながっていくという意味でとても大切な場だと思うので、私も今回見させていただ

いたことをもとに丁寧に行っていきたいです。

「第３回保幼こ小架け橋研修〜保育参観〜」

「学びを深める 学びをつなぐ」
保幼こ小の架け橋活動の充実に向けて

言葉による伝え合い
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〜参加者の感想より〜
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